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西南学院大学博物館及び梅光学院大学博物館との共同企画展
「Sea Route －海港都市の発展とキリスト教受容のかたち－」
海事博物館　館長　矢　野　吉　治　
　西南学院大学博物館（福岡市）との共同企画展としては２回目になるが、今回は梅光学院大学博物館
（山口県下関市）とも連携して『Sea Route 海港都市の発展とキリスト教受容のかたち』と題した特別巡
回展を以下の日程で開催した。
　１．西南学院大学博物館会場：平成26年６月16日（月）～８月30日（土）
　２．梅光学院大学博物館会場：平成26年９月４日（木）～10月18日（土）
　３．神戸大学海事博物館会場：平成26年11月10日（月）～12月19日（金）
主　催　者
　本特別展「海路 ―海港都市の発展とキリスト教受容のかたち―」は、海を渡って日本に入ってきた思
想や文化によって日本がどのような影響を受けてきたのかについて迫ったものです。島国日本、特に港町
においてどのような地域性があり独自の文化を形成していったのか、そこに“祈り”がどのような“かた
ち”として反映されたのかについて取り上げました。
　“海路”を通じて文化ばかりではなく思想なども日本にもたらされました。特にキリスト教の伝来や受
容は宗教の訪ればかりではなく文化的昇華を創出しました。本展覧会では、宗教としてキリスト教をとら
えるのではなく、「海路」という視点から、西欧に限らず、海外交流によって各地に持ち込まれ受容して
いた“かたち”を、幅広く紹介しております。
　本企画展は、普段展示していない大学博物館の収蔵品を中心に構成しています。そして、西南学院大学
博物館と梅光学院大学博物館、神戸大学海事博物館の３大学博物館が共同企画した展覧会です。また、地
域博物館や自治体からの協力も得て、充実した内容の展覧会となりました。巡回する各会場で多くの方々
に見学していただく機会になればと考えています。“社会に開かれた大学の窓口”である大学博物館によ
る新しい社会貢献のあり方を提供できれば幸甚です。
　本特別展示開催にあたって、船の科学館・海と船の博物館ネットワークから支援を賜りました。末筆で
神戸大学海事博物館会場の巡回展風景
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ございますが、ご協力賜りました関係各位に対しまして衷心より御礼申し上げます。
西南学院大学博物館　館長　宮　崎　克　則
梅光学院大学博物館　館長　渡　辺　一　雄
神戸大学海事博物館　館長　矢　野　吉　治
３大学博物館の共同企画展覧会リーフレット
⑩海外交流の制l
Aspects of international exchange 
九州各地では盲くから大阻と突流しており、絞多〈の文幼が行き買っていました.特に婦問で俗、
中国や靭録半島から間磁器掴恕どが伝わっており.多くの発臨成果が挙げら札ています.これら
の週物からは.中近世の日本ひいて臥九州にお付る海外交涜受が示されます.
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としてあらわねていきました。
湾代を問わず物置を支えているの隊鉛陥であり‘海路，~亜要伝変通手段として笠
偏されてきました.自然環視や気象条件によって、来組員の生命が危S震にさらされ
るため‘紛の改良はもとより. 毎聞もつくられE医した.運航ル トや島聞の距厳な
ど、詳掴lζ記している姿は.まさに危険と関り合わせていた当時の人々の心場いそし
て銃潟筏術の進展を物語っています.
⑪キ川教史の展開
Developme!lt oJ the History of Christianily 
・滞B寄・から隠文物の溌週ばかりで怠〈、思想、宗教ももたらしヨ医した.フランシス
コ・ザピヱルは鹿児島に上陸したのち、九州各地{平戸績回}を訪れ.Jl(容認土渇
を泉たしていますが、Zのときキリスト教の布教と同時にmm文化を創出しまし
た.海祭政策により海簡が閉ざさねた日本でしたが、 f!l:f¥Il芽した文化は紅毛文
化として念、たちを聖えながら定泊していくことになりました.
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ヨ晶.， Form of prayer-
海に聞わる人々，，.に生命の危険と隣り合わせでした.暴風による
視叙、そして軍涼という.いつ我が身iζ降りかかるかもしれない怠か
で、航海の安全を絵馬に込めて折聞していました.また、南蛮紛が行
き祭フた時代の盤がさを求めて務帥するものもいたり、祭数下に工
夫しで信仰する姿から"、I々 忽祈りのかたちが浮かび上がります.
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